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橿
原
高
校
同
窓
生
の
皆
様
、
健
や
か

に
お
過
ご
し
の
こ
と
と
拝
察
致
し
ま

す
。
日
頃
は
本
会
の
運
営
・
活
動
に
ご

支
援
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

昨
年
は
お
よ
そ
3
年
に
も
及
ぶ
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
や
、

か
な
し
い
愚
か
な
戦
争
、
衝
撃
の
事
件

な
ど
国
内
外
で
報
じ
ら
れ
る
話
題
は
つ

ら
く
重
く
閉
塞
感
漂
う
ニ
ュ
ー
ス
が

多
い
中
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、「
サ
ッ

カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
カ
タ
ー
ル

２
０
２
２
」
で
は
久
し
ぶ
り
に
日
本
国

中
が
歓
喜
と
笑
顔
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

今
年
は
さ
ら
に
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
に
た

く
さ
ん
触
れ
ら
れ
る
こ
と
を
心
よ
り
願

い
た
い
も
の
で
す
。

　

さ
て
、
こ
れ
ま
で
皆
様
に
発
送
し
て

参
り
ま
し
た
同
窓
会
会
報
紙
「
橿
友
」

は
、
こ
の
度
お
か
げ
さ
ま
で
第
37
号
の

発
行
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

卒
業
生
も
約
1
7
︐0
0
0
人
を
数
え

る
中
、
紙
面
の
充
実
に
も
苦
慮
し
な
が

ら
何
と
か
継
続
を
果
た
し
て
参
り
ま
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
年
々
増
加
す
る
発

行
費
が
課
題
と
な
っ
て
き
て
お
り
ま

す
。
賛
助
会
費
も
お
願
い
す
る
中
、
同

窓
生
の
活
躍
寄
稿
や
広
告
掲
載
も
多
く

は
な
く
、
悩
む
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ

こ
で
、
令
和
6
年
（
２
０
２
４
年
）
橿

原
高
校
が
い
よ
い
よ
創
立
50
年
を
迎
え

る
に
あ
た
り
、
こ
の
大
切
な
節
目
に
以

前
か
ら
課
題
に
な
っ
て
い
た
「
橿
友
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」に
つ
い
て
協
議
を
し
、

開
設
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
は
ま
だ
ま
だ
内
容
の
充
実
と

ま
で
は
い
き
ま
せ
ん
が
見
や
す
い
コ
ン

テ
ン
ツ
を
目
指
し
、
将
来
的
に
は
同
窓

会
報
「
橿
友
」
の
郵
送
を
や
め
て
こ
の

ウ
エ
ブ
サ
イ
ト
で
情
報
を
発
信
し
て
い

こ
う
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
、創
立
50
周
年
記
念
の
事
業
は
、

先
生
方
や
在
校
生
と
協
力
し
な
が
ら
思

い
出
に
残
る
行
事
に
す
べ
く
準
備
を
進

め
て
お
り
、
同
窓
の
先
輩
・
後
輩
の
絆

を
い
っ
そ
う
強
め
て
い
く
き
っ
か
け
に

な
れ
ば
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま

す
よ
う
重
ね
て
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

こ
こ
に
、
祝
・
創
立
50
周
年
に
向
け

て
の
機
運
の
醸
成
と
会
員
相
互
の
交
流

が
さ
ら
に
深
ま
る
こ
と
を
願
い
、「
橿

友
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
開
設
報
告
と
挨

拶
と
致
し
ま
す
。

　

北
越
智
の
地
に
初
夏
の
爽
や
か
な
風

が
吹
き
抜
け
、
校
長
室
に
は
、
木
々
か

ら
の
ウ
グ
イ
ス
の
鳴
き
声
と
、
教
室
か

ら
の
生
徒
た
ち
の
笑
い
声
が
、
仲
の
良

い
友
だ
ち
ど
う
し
の
会
話
の
よ
う
に
聞

こ
え
て
き
ま
す
。

　

新
し
い
年
度
を
迎
え
、
橿
友
会
会
員

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
お
健
や
か

に
お
過
ご
し
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
本

校
は
今
春
3
2
2
名
の
新
入
生
を
迎
え

入
れ
、
無
事
令
和
５
年
度
の
活
動
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
て
い
ま
す
。
私
も
、
昨
年

度
に
引
き
続
い
て
勤
め
さ
せ
て
頂
く
こ

と
と
な
り
、
大
き
な
喜
び
を
感
じ
な
が

ら
心
を
新
た
に
し
て
日
々
の
業
務
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
昨
年
度
同
様
、
皆

様
の
ご
指
導
と
ご
鞭
撻
を
何
卒
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
３
年
以
上
に
わ
た
り
猛
威
を

ふ
る
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
状
況
に
つ
い
て
は
、
よ
う
や
く
収
束

の
気
配
を
見
せ
始
め
て
い
ま
す
。
学
校

現
場
と
し
ま
し
て
は
、
気
を
緩
め
る
こ

と
な
く
引
き
続
き
適
切
な
対
応
を
続
け

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
一

方
で
は
、
こ
の
３
年
間
の
悪
戦
苦
闘
の

経
験
を
こ
れ
か
ら
の
教
育
活
動
に
ど
う

生
か
し
て
い
く
か
が
問
わ
れ
て
く
る
で

あ
ろ
う
と
思
わ
れ
ま
す
。
抽
象
的
な
表

現
に
は
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
中
止

や
縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
諸
行
事
を

は
じ
め
と
す
る
す
べ
て
の
学
校
活
動

を
、
ウ
イ
ル
ス
出
現
以
前
の
形
に
戻
す

だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
、
学
校
教
育
の

新
た
な
可
能
性
を
見
据
え
た
も
の
に
再

構
築
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。
期
せ
ず
し
て
、
橿
原
高
校

は
来
年
度
、
令
和
６
年
度
に
学
校
創
立

50
周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
大
き
な
節

目
に
向
け
、
橿
高
半
世
紀
の
歩
み
に
思

い
を
は
せ
る
と
と
も
に
、
築
か
れ
た
伝

統
を
し
っ
か
り
と
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、

未
来
に
続
く
新
し
い
教
育
活
動
を
創
造

す
る
こ
と
が
、
我
々
教
職
員
に
課
せ
ら

れ
た
使
命
と
考
え
ま
す
。あ
ら
た
め
て
、

教
職
員
一
同
、
心
を
一
つ
に
し
て
、
一

人
一
人
の
生
徒
に
寄
り
添
い
、
日
々
の

教
育
活
動
に
邁
進
す
る
所
存
で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
橿
友
会
の

ま
す
ま
す
の
ご
発
展
と
会
員
の
皆
様
の

ご
健
康
を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、
変

わ
ら
ぬ
本
校
へ
の
ご
支
援
を
お
願
い
し

て
私
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

○ 今年度も「橿友」を発行することが出来ました。
　 増加する費用を何とか切り詰めて編集をしておりますが、皆様のご支援が必要です。
　 同封の「賛助金振込み用紙」で１口２千円～（何口でも）のご協力をお願い致します。
○ なお、宛先不明で返送されてきた方、受け取り拒否の方への発送は致しません。お気付きの際はご一報ください。
○ 広告掲載料は１万円からとなります。関係者様のご協力を宜しくお願い致します。
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「
苦
難
の

「
苦
難
の
S
S
S
S
RR（
読
書
）」

（
読
書
）」

　
西
　
本
　
辰
　
雄

　
西
　
本
　
辰
　
雄

　

早
春
の
風
が
漂

う
、
千
塚
古
墳
に
囲

ま
れ
た
白
亜
の
校

舎
、
玄
関
上
の
校
舎

か
ら
吹
奏
楽
の
音
色
が
私
を
迎
え
て
く
れ

た
あ
の
日
を
今
も
覚
え
て
い
る
。
9
年
間

お
世
話
に
な
り
多
く
の
思
い
出
が
あ
る
。

　

一
番
の
思
い
出
は
「
S
S
R
」
読
書
で

あ
る
。
1
9
9
0
年
秋
、
恩
師
の
K
先
生

よ
り
「
豊
か
な
感
性
を
育
む
教
育
と
は
ど

う
あ
る
の
か
」
読
書
の
必
要
性
の
教
え

を
学
ん
だ
。「
10
分
読
書
が
奇
跡
を
呼
ぶ
」

本
に
出
会
い
、
読
書
の
持
つ
大
切
さ
を
実

感
し
た
。
冬
季
休
暇
前
に
全
職
員
に
課
題

が
出
さ
れ
た
。
来
年
の
1
年
生
の
学
校
裁

量
の
1
時
間
、
何
を
実
施
す
る
の
か
考
え

る
よ
う
に
。〝
読
書
タ
イ
ム
〟を
提
案
し
た
。

新
聞
を
読
む
、
学
力
講
座
な
ど
プ
ラ
ン
が

出
さ
れ
た
が
、
進
学
実
績
を
上
げ
る
た
め

に
〝
英
・
数
・
国
の
学
力
講
座
〟
が
決
定

さ
れ
た
。
し
か
し
、
十
分
な
審
議
な
く
決

定
す
る
の
は
お
か
し
い
と
な
り
、
最
終
的

に
読
書
タ
イ
ム
か
学
力
講
座
の
２
案
。
会

議
は
「
橿
原
高
校
の
教
育
は
ど
う
あ
る
べ

き
か
」
と
い
う
こ
と
で
白
熱
し
た
議
論
が

交
わ
さ
れ
た
。
私
は
篤
い
思
い
で
読
書
の

必
要
性
を
語
っ
た
。
数
名
の
先
生
方
も
読

書
と
人
間
教
育
の
想
い
を
語
ら
れ
た
。
一

方
で
学
力
講
座
が
大
事
、
読
書
は
総
論
賛

成
だ
が
何
も
学
校
教
育
の
中
で
す
る
必
要

が
な
い
、
50
分
読
書
を
週
に
1
回
ど
う
す

る
の
か
等
激
し
い
議
論
と
な
り
、
結
論
が

で
ず
、
再
度
会
議
が
行
わ
れ
た
。
定
刻
を

過
ぎ
て
も
結
論
が
で
ず
、
数
年
ぶ
り
に
多

数
決
に
て
採
決
が
行
わ
れ
、僅
差
に
て〝
読

書
タ
イ
ム
〟
が
決
定
さ
れ
た
。
4
月
よ
り

実
施
、
早
速
10
分
間
読
書
の
千
葉
の
船
橋

高
校
へ
見
学
。
関
西
の
数
校
を
見
学
し
具

体
的
内
容
を
検
討
し
た
。
悩
み
は
読
書
に

慣
れ
て
い
な
い
生
徒
に
50
分
間
読
書
を
さ

せ
る
こ
と
、
教
師
の
対
応
。
本
の
種
類
。

寝
て
い
る
生
徒
へ
の
指
導
な
ど
多
く
の
問

題
が
で
た
。「
生
徒
の
自
主
性
に
任
せ
、

そ
っ
と
見
守
る
」
を
基
本
と
し
た
。

　

読
書
タ
イ
ム
を
「
S
S
R
」
と
名
付

け
た
。Sustained

（
持
続
し
た
）Silent

（
静
か
な
）Reading

（
読
書
）
頭
文
字
を

取
っ
た
「
黙
読
」「
教
え
な
い
・
与
え
な
い
・

求
め
な
い
」
読
書
の
習
慣
化
を
図
り
、
読

書
の
喜
び
に
気
づ
か
せ
る
こ
と
を
目
指
し

た
。
導
入
曲
「
G
線
上
の
ア
リ
ア
」
が
流

れ
、
こ
れ
を
B
G
M
と
し
て
「
千
余
の

丘
に
囲
ま
れ
た
わ
が
橿
原
高
校
の
学
び
舎

に
お
い
て
・
・
・
皆
さ
ん
知
的
好
奇
心
の

誘
い
に
身
を
任
せ
、
素
敵
な
本
の
世
界
を

散
歩
し
て
み
ま
し
ょ
う
」
の
ナ
レ
ー
シ
ョ

ン
が
入
り
、
黙
読
が
始
ま
る
。
学
校
全
体

が
静
寂
に
包
ま
れ
る
。終
了
2
分
前
に「
月

の
光
」
の
曲
が
流
れ
、
S
S
R
記
録
ノ
ー

ト
に
読
書
し
た
作
品
名
や
読
書
メ
モ
等
を

自
主
的
に
記
録
し
て
こ
の
時
間
は
終
了
。

　

音
楽
は
真
貝
先
生
、
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
文

章
は
丸
山
先
生
、
新
1
年
生
と
保
護
者
へ

の
説
明
資
料
は
小
林
先
生
、
各
ク
ラ
ス
10

冊
の
S
S
R
文
庫
の
選
定
は
司
書
の
杉
村

先
生
や
鈴
木
先
生
。
企
画
に
反
対
せ
ず

黙
っ
て
見
守
っ
て
く
だ
さ
っ

た
一
番
の
理
解
者
で
あ
る
小

泉
校
長
。
4
月
実
施
に
向
け

て
２
・
３
月
の
重
圧
の
中
、
苦

悩
の
私
に
常
に
声
を
か
け
、

応
援
し
て
い
た
だ
い
た
教
頭

の
中
西
先
生
。
短
期
間
に
お

け
る
各
先
生
方
の
協
力
と
温

か
い
助
言
の
お
陰
で
あ
る
。

　

4
月
か
ら
1
年
生
に
読
書

タ
イ
ム
「
S
S
R
」
が
始
ま
っ

た
が
、
次
年
度
に
は
1
年
生
の
学
校
裁
量

「
S
S
R
」
の
時
間
が
無
く
な
っ
て
し
ま

う
。
３
学
期
に
会
議
が
開
か
れ
、
又
大
議

論
が
起
こ
っ
た
。S
S
R
継
続
か
廃
止
か
、

1
～
３
学
年
で
実
施
か
。
私
は
思
い
悩
み

会
議
直
前
に
10
分
間
読
書
の
提
唱
者
、
船

橋
高
校
の
林
先
生
に
電
話
し
た
。「
ど
ん

な
形
で
あ
っ
て
も
、
学
校
全
体
で
で
き
る

方
法
を
」
と
助
言
を
受
け
た
。
毎
週
木
曜

朝
20
分
間
の
S
S
R
を
提
案
し
た
。
朝
の

S
H
R
消
滅
・
昼
休
み
時
間
短
縮
・
Ｇ
線

上
の
ア
リ
ア
は
不
謹
慎
・
読
書
は
不
要
等

意
見
が
出
さ
れ
た
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

を
粘
り
強
く
訴
え
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ

れ
ば
S
S
R
継
続
が
圧
倒
的
に
多
く
、「
素

晴
ら
し
い
宝
石
に
出
会
っ
た
」「
こ
れ
ま

で
の
違
っ
た
世
界
に
触
れ
た
」
等
の
声
。

4
月
よ
り
全
学
年
週
1
回
の
S
S
R
が
実

施
さ
れ
た
。
3
学
期
末
は
感
動
し
た
本
を

ク
ラ
ス
全
体
に
紹
介
す
る
S
S
R
/
H
R

の
実
施
。
本
を
通
じ
て
教
師
・
生
徒
・
保

護
者
が
語
り
あ
え
る
雰
囲
気
が
生
ま
れ

た
。
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
は
奈
良
県
で

は
初
め
て
で
あ
り
、
県
図
書
館
研
究
発
表

に
よ
り
県
下
の
学
校
へ
と
広
ま
り
、
全
国

図
書
館
研
究
大
会
や
近
畿
図
書
館
研
究
大

会
等
、
各
地
の
講
演
会
に
て
S
S
R
を
紹

介
し
た
。生
徒
が
自
ら
学
ぶ
意
欲
を
持
ち
、

豊
か
な
感
性
を
育
み
、
21
世
紀
に
生
き
て

働
く
力
を
培
っ
て
く
れ
れ
ば
と
願
い
実
施

し
た
。
心
豊
か
に
、
た
く
ま
し
く
生
き
る

人
間
の
育
成
に
つ
い
て
、
篤
く
教
育
論
を

語
っ
た
先
生
方
の
情
熱
の

S
S
R
が
今
も
生
徒
た
ち

の
豊
か
な
心
に
育
っ
て
い

る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

「
S
S
R
」
朝
の
読
書
活
動

が
評
価
さ
れ
、
読
書
意
欲

を
高
め
る
優
秀
実
践
校
と

し
て
橿
原
高
校
が
文
部
科

学
大
臣
表
彰
を
受
賞
。

北
林　

静
江	

旧
職
員

久
保　

慶
行	

旧
職
員

辻
本　

靖
雄	

旧
職
員

中
西　
　

健	

旧
職
員

永
井　

敏
男	

旧
職
員

西
川　

隆
彰	

旧
職
員

西
山　
　

肇	

旧
職
員

藤
田　

和
義	

旧
職
員

真
鍋　

逸
子	

旧
職
員

森
田　

真
康	

旧
職
員

森
本　
　

豊	

旧
職
員

戎
谷
美
奈
子	

第
1
期

川
本　

眞
里	

第
1
期

藤
山　

千
鶴	

第
1
期

松
本　

邦
夫	

第
1
期

松
村
値
加
子	

第
1
期

光
井　

尚
美	

第
1
期

宮
本　

勝
弘	

第
1
期

吉
藤　

行
二	

第
1
期

巳
浪　

彰
久	

第
1
期

大
家　

佳
代	

第
1
期

飯
尾
ひ
と
み	

第
1
期

上
田　

宗
弘	

第
1
期

小
原
喜
代
美	

第
1
期

藤
本　

恭
二	

第
1
期

宮
川
佐
和
子	

第
1
期

石
井　

良
一	

第
1
期

杉
本
は
る
み	

第
1
期

藤
井　

久
男	

第
1
期

岸
本　

康
秀	

第
1
期

田
原　

完
行	

第
1
期

伏
見　

明
美	

第
1
期

今
中　

啓
嗣	

第
1
期

匿
名
Ｔ	

第
1
期

喜
田
嘉
余
子	

第
2
期

豊
川　

吉
史	

第
2
期

伏
見
多
佳
世	

第
2
期

庄
田　

勝
亮	

第
2
期

木
村　

和
美	

第
2
期

吉
尾　
　

望	

第
2
期

岡　
　

正
明	

第
2
期

村
上　

和
美	

第
2
期

木
村　

尚
代	

第
2
期

徳
本　

成
建	

第
2
期

西
村　

雅
子	

第
2
期

大
野　

仁
美	

第
2
期

加
藤　

理
恵	

第
2
期

島　
　

隆
宣	

第
2
期

牧
野
具
仁
子	

第
2
期

松
本　

信
吾	

第
2
期

青
木　

雅
祐	

第
2
期

植
田　

晃
稔	
第
2
期

大
田　
　

誠	
第
2
期

大
谷　

公
人	

第
2
期

大
本　

修
身	

第
2
期

片
川　

明
弘	

第
2
期

亀
田　

浩
二	

第
2
期

高
丸　

定
英	

第
2
期

箱
井　

康
順	

第
2
期

福
光　

法
仁	

第
2
期

道
前　

満
里	

第
2
期

江
國　

美
佐	

第
3
期

寺
田　

和
正	

第
3
期

山
本　

利
幸	

第
3
期

鎌
仲　
　

悟	

第
3
期

野
尻　
　

修	

第
3
期

結
城　
　

保	

第
3
期

辻
村　

浩
昭	

第
3
期

樋
浦　

孝
浩	

第
3
期

小
西　

博
文	

第
3
期

中
村
吉
代
茂	

第
3
期

福
山　

麻
里	

第
3
期

野
口　

勝
也	

第
3
期

吉
田　

浩
司	

第
3
期

千
葉　
　

繁	

第
3
期

太
田　

誠
子	

第
3
期

山
田　

法
子	

第
3
期

渡
辺
恵
美
子	

第
3
期

安
倍　

真
二	

第
4
期

冨
田　

正
行	

第
4
期

島
岡　

篤
子	

第
4
期

西
岡　

英
雄	

第
4
期

廣
嶋
香
都
美	

第
4
期

大
田　

敦
子	

第
4
期

里
田　

良
子	

第
4
期

岡
村　

啓
司	

第
4
期

門
間　

秀
光	

第
4
期

仲
谷　

之
克	

第
4
期

松
井　

康
守	

第
4
期

上
林
佐
妃
子	

第
4
期

岡
田　

由
江	

第
5
期

曽
根　

英
隆	

第
5
期

桑
原
み
ど
り	

第
5
期

塘　
　

和
世	

第
5
期

赤
木
真
裕
美	

第
5
期

岩
田　

浩
充	

第
5
期

坂
上　

義
次	

第
5
期

島
中　
　

毅	

第
6
期

和
田　
　

到	

第
6
期

黒
木　

仁
史	

第
6
期

森
嶌　

美
穂	

第
6
期

殿
村
美
栄
子	

第
6
期

服
部　

元
信	

第
7
期

丸
山　

正
俊	

第
7
期

宮
脇　
　

渉	

第
8
期

安
井　

清
介	

第
8
期

上
田　

麻
子	

第
8
期

中
垣　

雅
之	

第
8
期

鍛
治　
　

毅	

第
8
期

西
岡　

正
朝	

第
8
期

南　
　

勝
清	

第
9
期

上
村　

乃
太	

第
10
期

高
森　

文
美	

第
10
期

小
西　

国
雄	

第
10
期

駒
井
八
重
子	

第
10
期

高
森　
　

誠	

第
10
期

松
岡
亜
麻
登	

第
11
期

森
脇　

三
浩	

第
11
期

安
部　

隆
幸	

第
11
期

安
部　

直
子	

第
11
期

喜
多　

昭
夫	

第
11
期

山
下　

友
紀	

第
11
期

東　
　

昭
嘉	

第
12
期

安
井　

隆
豊	

第
12
期

坂
本　

香
織	

第
12
期

小
西　

祥
幹	

第
12
期

藤
田　

美
紀	

第
12
期

松
原　

成
嘉	

第
12
期

森
脇　

寿
雄	

第
12
期

米
田　

知
昭	

第
12
期

那
須
永
美
子	

第
13
期

渡
辺　

真
弓	

第
13
期

中
村　

浩
康	

第
13
期

辻　
　

邦
彦	

第
13
期

福
田　

圭
代	

第
13
期

松
村　

泰
徳	

第
14
期

堀　
　

善
威	

第
14
期

山
内　
　

浩	

第
14
期

中
井　

博
起	

第
14
期

橋
詰　

由
治	

第
14
期

西
條　
　

光	

第
14
期

大
平　

裕
子	

第
14
期

丹
羽　

修
一	

第
14
期

吉
川　

孝
次	

第
14
期

島
岡　

吉
房	

第
15
期

野
本　

恵
子	

第
15
期

森
田　
　

友	

第
15
期

鈴
木　

寿
昭	

第
16
期

小
宮　

真
一	

第
17
期

横
山　
　

豊	

第
17
期

藤
原　

織
子	

第
18
期

柳　
　

智
之	

第
18
期

柳
沢　

り
か	

第
18
期

北
浦　

将
之	

第
18
期

下
林　
　

妙	

第
18
期

藤
岡　

友
美	

第
18
期

田
中
ゆ
か
り	

第
19
期

有
馬
美
代
子	

第
19
期

大
平　

武
史	

第
19
期

髙
津　
　

望	

第
19
期

小
笠
原
満
梨
衣	

第
19
期

⻆
谷　
　

剛	

第
20
期

今
居
田
栄
子	

第
20
期

大
川　
　

径	

第
20
期

井
上　

栄
次	

第
20
期

小
西　

史
顕	

第
20
期

尾
中　

孝
昭	

第
20
期

辰
己　

昌
弘	

第
20
期

松
本
あ
か
り	

第
21
期

安
井　
　

渚	

第
21
期

甲
斐　

健
太	

第
22
期

山
本　

美
樹	

第
23
期

萬
世　

久
美	

第
23
期

高
木　

清
宏	

第
23
期

若
林　

宏
和	

第
23
期

米
田　

晃
士	

第
24
期

杉
浦　

昌
代	

第
25
期

中
辻　

昭
宏	

第
25
期

若
林　

大
悟	

第
25
期

長
見　

圭
祐	

第
26
期

藤
田　

朋
仁	

第
26
期

東
野　

至
宏	

第
26
期

上
久
保
祥
平	

第
26
期

本
山　

茂
伸	

第
26
期

竹
岡　

美
華	

第
26
期

松
村　

一
宏	

第
27
期

山
田　

優
子	

第
27
期

竹
平　

福
弥	

第
28
期

兼
岩　

理
恵	

第
29
期

野
る
み
こ	

第
29
期

上
杉　

量
子	

第
29
期

山
本
菜
々
子	

第
31
期

尾
田　

交
之	

第
31
期

髙
松　

沙
弥	

第
32
期

當
麻　

顯
壽	

第
34
期

晒
谷　
　

瞳	

第
35
期

岡
島
英
里
佳	

第
36
期

上
中　

勇
太	

第
37
期

勝
田
ひ
か
り	

第
37
期

弓
仲　

将
知	

第
37
期

生
嶋　

真
暉	

第
38
期

瀧
本　

滉
太	

第
38
期

森
本　

啓
太	

第
38
期

伴
野　

杏
奈	

第
38
期

松
田　
　

光	

第
38
期

西
本　

圭
佑	

第
39
期

古
城　

幸
奈	

第
41
期

松
田　

宥
也	

第
41
期

岡
田　

大
和	

第
42
期

泉
井　

日
向	

第
42
期

鈴
木　

颯
太	

第
42
期

小
西　

柊
哉	

第
42
期

藪
下　

嘉
昴	

第
43
期

阪
本　

実
奈	

第
43
期

小
坂
田　

蒼	

第
44
期

鍵
本　

葉
月	

第
44
期

北
川　

英
樹	

第
44
期

水
本　

翔
太	

第
45
期

仲
田　

絢
佳	

第
45
期

今
井　

優
介	

第
45
期

畔
地　

舞
幸	

第
45
期

丸
山　

雄
平	

第
45
期

令
和
4
年
度
　
賛
助
金
（
敬
称
略
）

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

恩
師
恩
師  

西
本
辰
雄

西
本
辰
雄
先
生
先
生

よ
り
ご
投
稿
頂
き
ま
し
た

よ
り
ご
投
稿
頂
き
ま
し
た

平
成
平
成
22
年
〜
平
成

年
〜
平
成
1010
年
の
間

年
の
間

ご
教
導
を
賜
り
ま
し
た

ご
教
導
を
賜
り
ま
し
た
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同
窓
会
学
年

　
　
代
表
幹
事

各
ク
ラ
ス
幹
事

学
年
代
表

　
　
𠮷
岡
　
　
心

学
年
副
代
表

　
　
森
本
　
大
悟

　
　
畠
山
真
太
郎

　
１
組

　
　
東
川
　
暁
栄

　
　
三
好
　
竜
馬

　
２
組

　
　
石
﨑
　
彩
子

　
　
河
井
　
俊
介

　
３
組

　
　
前
野
　
優
芽

　
　
末
廣
　
圭
太

　
４
組

　
　
葛
和
　
真
帆

　
　
西
村
　
一
輝

　
５
組

　
　
森
本
　
大
悟

　
　
西
山
　
侑
那

　
６
組

　
　
大
西
　
千
莉

　
　
山
田
　
迅
理

　
７
組

　
　
松
井
　
愛
雪

　
　
山
本
　
　
葵

　
８
組

　
　
畠
山
真
太
郎

　
　
𠮷
岡
　
　
心

考古学研究部   
　�３年　小澤亮太、中井知世、竹中美咲希
　�日本考古学協会主催　高校生ポスターセッション（第88回総合研究発表）
　　�令和４年５月29日　東京都新宿区　早稲田大学　戸山キャンパス
演劇部   
　３年　大野花菜
　第68回全国高等学校演劇大会
　第46回全国高等学校総合文化祭
　　�令和４年７月29日～８月２日　東京都　中野ZERO
書道部   
　３年　田中汐音
　第46回全国高等学校総合文化祭
　　�令和４年８月２日～３日　東京都美術館　かつしかシンフォニーヒルズ
吟詠剣詩舞部   
　３年　中井知世、竹中美咲、尾田千波　　１年　吉川未紗、景山桜唯、福井菜々心
　第46回全国高等学校総合文化祭
　　�令和４年８月４日　東京都　江戸川区総合文化センター
日本拳法部   
　３年　矢敷いのり
　２年　小澤琉雅、三浦有稀、元屋颯真、川上結衣、吉田拓翔、中野賀世、小倉かこ、奥村光梨
　�第67回全国高等学校日本拳法選手権大会　男女　個人・団体
　　令和４年８月６日～７日
陸上競技部   
　１年　岡橋虎之介
　�第53回U16�陸上競技大会　男子1000ｍ
　　�令和４年10月21日～ 23日　愛媛県松山市　愛媛県総合運動公園
卓球部   
　１年　辻　隼人
　�第50回記念全国高等学校選抜卓球大会
　　�令和５年３月24日～ 27日　愛知県　スカイホール豊田
日本拳法部   
　２年　吉田拓翔、小澤琉雅、三浦有稀、元屋颯真、奥村光梨、川上結衣、中野賀世、小倉かこ
　１年　安田　成、喜夛翔星、堀川遥人、松田昇太朗、鶴田　望、逸﨑実乃、北口理心、森本香菜
　　　　岩田友葵、駒井寧々
　�第27回全国高等学校日本拳法選手権大会　男女　個人・団体
　　�令和５年３月23、24日　大阪市立修道館

令和５年度
（2023年度）

入 試 の 主 な

進 路 結 果

人 事 異 動

国立大学　８ 公立大学　9
大阪教育　2　　愛媛　2 奈良県立医科　2　　大阪公立　奈良県立
奈良教育　和歌山　広島　長崎 福井県立  静岡県立  神戸市外国語  滋賀県立  三重短期
関西大学 55 関西学院大学 2 同志社大学 20 立命館大学 13
京都産業大学 39 近畿大学 101 龍谷大学 164 京都女子大学 6
同志社女子大学 11 武庫川女子大学 10 畿央大学 87 関西外国語大学 25
摂南 115 桃山学院 63 大和 28 大阪工業 26

◆ 退職・転出された先生方
氏　名 教　科 新 所 属

水　口　智　子 事 務 長 退　職
勝　田　一　光 数　　学 退　職
中　野　貴世子 図書館司書 退　職
植　村　泰　行 理　　科 国際高等学校・教頭
片　岡　峻　也 理　　科 高取国際高等学校
越　智　啓　征 英　　語 大和中央高等学校（通信制）
栗　山　貴　史 英　　語 法隆寺国際高等学校
亀　島　珠　美 国　　語 二階堂高等学校
越　地　憲　孝 国　　語 （薩摩川内市立）川内北中学校
白　石　幸　恵 国　　語
千　葉　恒　義 国　　語 添上高等学校
片　川　明　弘 地歴公民 奈良南高等学校
森　口　拓　弥 地歴公民 大和広陵高等学校
黒　崎　佑　宇 数　　学 二階堂高等学校

◆ 転入された先生方
氏　名 教　科 前 所 属

上　田　美　鈴 事 務 長 橿原考古学研究所
芝　　　具　子 地歴公民 高取国際高等学校
國　井　祥　平 理　　科 奈良南高等学校
井　上　善　敬 理　　科 御所実業高等学校
松　川　　　慈 英　　語 青翔中学校
日野山　虹　太 国　　語
福　西　隼　人 数　　学
飯　高　千　春 英　　語
梶　本　真　未 地歴公民 五條高等学校
千　森　由　希 保健体育 香芝高等学校
萩　野　きよみ 国　　語 香芝高等学校
田　中　真理亜 国　　語
三　枝　ひ　な 数　　学
森　脇　　　蓮 実習助手 吉野高等学校
杉　江　知　子 図書館司書 桜井高等学校

編
集
後
記テント

永くモヤモヤした時間もやっと全
顔を見て話せるね
友はいいね
そして母校の50周年記念！あの
方に会えればいいね
同窓生の再会・近況・感想・詩・
俳句・匿名OKデス！
寄稿待ってますよ～
	 橿友会１期　M−３

全 国 大 会 出 場 部 活 動

卒 業 生 の 寄 贈
卒業記念として下記のものを
寄贈しました。

株式会社　一ノ坪製作所
奈良県香芝市今泉625番地　〒639－0264
TEL 0745－76－3181　FAX 0745－76－3187
E-mail  ebisutani@ichinotsubo.co.jp

取締役
製造部長

戎谷　献児
（第２期）
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私
は
地
理
学
、
農
学
、
環
境
科
学
分
野
の

研
究
者
で
す
。
自
然
環
境
と
人
間
生
活
が
両

立
す
る
社
会
の
あ
り
方
、
社
会
変
容
に
よ
っ

て
生
じ
る
諸
課
題
の
改
善
に
つ
い
て
、
ア
ジ

ア
各
地
の
フ
ィ
ー
ル
ド
で
探
求
し
て
い
ま
す
。

　

橿
高
卒
業
後
は
金
沢
大
学
に
進
み
、
雪
の

洗
礼
を
受
け
つ
つ
学
問
の
面
白
さ
に
出
会
い

ま
し
た
。
さ
ら
に
研
究
を
深
め
た
い
と
京
都

大
学
大
学
院
に
進
学
、
世
界
中
か
ら
院
生
が

集
う
環
境
に
身
を
置
き
、
留
学
も
経
験
し
ま

し
た
。
幸
い
国
や
民
間
財
団
か
ら
研
究
に
集

中
で
き
る
支
援
を
頂
き
、
博
士
号
を
取
得
し

ま
し
た
。
修
了
後
は
京
都
大
学
の
研
究
員
、

東
京
大
学
教
養
学
部
の
教
員
等
を
経
て
、
現

在
は
東
北
大
学
災
害
科
学
国
際
研
究
所
の
教

員
（
助
教
）
と
し
て
、
国
連
、
行
政
、
地
域

の
方
々
ら
と
連
携
し
て
研
究
、
教
育
、
国
際

枠
組
の
検
討
等
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
回
ご
縁
を
頂
き
過
去
を
振
り
返
る
こ
と

で
、
橿
高
時
代
が
大
切
な
時
間
だ
っ
た
こ
と

を
再
確
認
で
き
ま
し
た
。
と
は
い
え
、
当
時

の
私
は
体
育
や
書
道
の
方
が
よ
ほ
ど
成
績
の

良
い
、
優
等
生
と
は
程
遠
い
生
徒
で
し
た

（
笑
）。
た
だ
、
教
科
書
に
書
か
れ
て
い
な
い

こ
と
を
調
べ
る
の
が
好
き
で
、
と
く
に
海
外

の
砂
漠
化
問
題
と
現
地
の
人
々
の
暮
ら
し
に

関
心
が
あ
っ
た
私
は
、
セ
ン
タ
ー
試
験
の
勉

強
時
間
を
削
り
、
一
発
を
狙
っ
て
当
時
出
始

め
の
A
O
入
試
（
作
文
・
面
接
）
受
験
を
画

策
し
ま
す
。
忘
れ
も
し
な
い
高
３
の
夏
、色
々

な
教
科
の
先
生
が
毎
日
の
よ
う
に
作
文
の
添

削
と
面
接
練
習
に
付
き
合
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
結
果
は
と
い
う
と
、
平
凡
な
高
校
生
の

考
え
は
し
れ
て
い
て
見
事
に
不
合
格
。
そ
れ

で
も
今
の
仕
事
に
不
可
欠
な
書
く
力
、
話
す

力
が
養
わ
れ
た
の
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
後
、
夏
の
特
訓
で
嫌
と
い
う
ほ
ど
私

を
知
っ
た
担
任
の
先
生
が
、
面
白
そ
う
だ
と

見
つ
け
て
き
て
く
れ
た
の
が
、
金
沢
大
学
に

設
立
さ
れ
て
間
も
な
い
学
際
的
な
地
域
創
造

学
類
で
し
た
。
進
学
後
、
多
様
な
専
門
家
が

い
る
中
、
理
学
と
人
文
学
を
横
断
す
る
守
備

範
囲
の
広
い
地
理
学
の
世
界
に
魅
了
さ
れ
ま

し
た
。
実
は
あ
の
高
３
の
夏
、
面
接
練
習
に

付
き
合
っ
て
く
れ
た
生
物
の
先
生
が
「
君
の

興
味
な
ら
地
理
学
も
良
い
の
で
は
？
」
と
い

う
言
葉
を
か
け
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。
理
系

ク
ラ
ス
に
い
た
私
が
そ
の
意
味
を
理
解
し
た

の
は
後
の
こ
と
で
す
が
、
あ
の
夏
思
い
描
い

た
淡
い
興
味
は
、
現
地
の
人
々
の
協
力
を
得

て
、
実
態
を
伴
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
成
長

し
、
人
生
を
か
け
る
テ
ー
マ
と
な
り
ま
し
た
。

全
て
は
橿
高
で
の
挑
戦
か
ら
始
ま
っ
て
い
た

の
で
す
。

「創立50周年記念事業に向けて　皆様へのお願い」
��
　皆様にはいつも賛助金へのご理解を賜り、振り込みをして頂きます事、誠にありがとうございます。
　さて、来たる令和６年の創立50周年記念事業に向け、同窓会としても、先生方や在校生の皆様と準
備を始めています。そこで、会報誌第37号に同封されています賛助金の振り込み用紙につきましては
事業が終了する年度まで、「創立50周年記念事業募金」に項目を改めさせて頂きたいと思います。
　何卒ご理解を頂き、ご協力を宜しくお願い申しあげます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　橿友会会長　吉藤行二

「橿
高
か
ら
始
ま
っ
た
夢
へ
の
道
」

33
期
生 

　
原
　
　
裕
太

卒業生コーナー

第２期生還暦記念第７回同窓会のご案内！第２期生還暦記念第７回同窓会のご案内！
20242024年年５５月月1919日(日(日日)　受付11時～　開始12時～)　受付11時～　開始12時～
場所  橿原神宮養正殿場所  橿原神宮養正殿

詳細は2024年の年始に往復ハガキでご案内します。詳細は2024年の年始に往復ハガキでご案内します。
２期９２期９組　組　亀田　浩二　090亀田　浩二　090−−31673167−−19161916連  絡


